
　みなさん、シーニック・バイウェイという言葉を聞いたことがありますでしょうか？　シー
ニック・バイウェイとは、アメリカが発祥で景観のよい（シーニック）、寄り道（バイウェイ）
と言う意味です。日本では、風景街道と訳され、道を通して地域活性化や観光振興に取
り組んでいる約１１４のルートが登録（H21.12現在）されています。
　本誌では、九州風景街道の一つ「日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海
道）」の活動等について、地域の皆さんや道路利用者の方々にご紹介するものです。

２０１０年（平成）２２年２月１日　№１（創刊号）

 高速道路開通と地域を考える
           シンポジウムに参加してみませんか

　『高速道路開通と地域を考えるシンポジウム』が、２月１３日（土）、佐伯
市蒲江のマリンカルチャーセンターにおいて開催されます。
　このシンポジウムは、大分県南部地域ちえのわ会議の主催で、高速道路開通
に伴う地域づくりについて考えるものです。
　皆さんも一緒に勉強しませんか。　参加は、無料です。
　詳しくは、大分県南部振興局　地域振興部　Tel 0972-22-9073 まで

　◆九州風景街道とは

① 日南海岸きらめきライン　

②
日豊海岸シーニック・バイウェイ
　　（蒲江・北浦大漁海道）

③ ながさきサンセット・オーシャンロード
④ 北九州おもてなしの“ゆっくりかいどう”
⑤ ちょっとよりみち唐津街道むなかた
⑥ かごしま風景街道
⑦ 玄界灘風景街道
⑧ 九州横断の道やまなみハイウェイ
⑨ 九州横断の道　阿蘇くまもと路

　九州には、９つの風景街道があり、各パートナーシップ（各地域の住民、行
政、学校、ＮＰＯ等の連携）が、道を通して、景観や自然、歴史、文化など多様
な地域資源を見つめ直し、みがき、つなぐ「住んでよし、訪れてよし」の“ふる
さとづくり”が行われています。

九州内の風景街道

　豊後くろしおラインは、日豊海岸シーニック・バ
イウェイ（蒲江・北浦大漁海道）の中心となるルー
トの一つで、大分県佐伯市米水津と同市蒲江を結ぶ
延長4kmの広域農道です。
　蒲江と米水津の境界付近に駐車場を完備した「空
の公園」があり、天気がよい日には豊後水道を挟ん
で四国が見えることもあります。海岸沿いを走るド
ライブに最適なルートです。

このコーナーでは、日豊海岸シーニック・バイウェイ内の地域資源をご紹介をします。
第１弾は、『豊後くろしおラインを行く』です。

 日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会
　　　　　　　　　　　　　　　全体総会を開催します。
　日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会では、会員相互の連携や情報の共有
を目的に全体総会を開催します。
　● 日時：平成２２年２月１３日（土）　10時00分～11時30分
　● 場所：大分県マリンカルチャーセンター
　問い合わせ：国土交通省佐伯河川国道事務所　調査第二課
                  Tel 0972-22-1880 まで

（現在、一部片側交互通行箇所有り、要注意）

発行元：日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会
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　下阿蘇ビーチクリスマスフェスティバル（実行委員長：村田宮子）が平成２１年１２月２０
日(日曜日)、道の駅「北浦」及び下阿蘇ビーチで開催されました。本イベントは、クリスマ
ス前の休日を多くの方に楽しんでいただこうと企画されたもので、今回で９回目を数えま
した。
　当日は、冬らしい晴天に恵まれ、弦楽合奏コンサート、ハンドベル演奏、振舞い鍋、サ
ンタさんのお菓子プレゼントをおこなった後、環境省快水浴場百選の海の部特選に九州
で唯一選定された下阿蘇ビーチで、水中花火を含む７００発の花火を打ち上げました。
会場を訪れた約２，０００人の来場者は、冬の澄んだ空気の中で打ち上がる花火に歓声
をあげていました。

第９回下阿蘇ビーチ

　　クリスマスフェスティバルが開催されました

水中花火を含む７００発の花火 弦楽合奏コンサートの様子

　日豊海岸シーニック・バイウェイとは

パートナーシップによる
沿道の清掃活動

パートナーシップによる
沿道の花植え活動

ワークショップの開催
による地域資源の発掘

■地域のねらい

　浦ごとにある海業（持続的な漁業）の連携
で、質の高い道路空間づくりをとおした地域
振興をコンセプト

・地域の資産「おしぎない（もったいない）」の
　発掘と有効利用
・「海の道」のリフォーム
・県境を越えた地域連携と情報発信

■活動エリアと地域資源

・日豊海岸地域の国道388号などを中心と
　する地域。
・風光明媚なリアス式海岸をはじめ、自然、
　歴史、文化など、豊かな景観と資源が豊富
・地域資源の発掘調査、観光振興を目的とし
　た各種イベントの開催、あまべ渡世大学を
　開校し、体験プログラムを実施

■地域の活動推進体制

・日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会

（構成）
【民間】かまえブルーツーリズム研究会　等
　　　　（活動団体　計２５団体）
【行政】大分県、宮崎県、佐伯市、延岡市
　　　　国土交通省佐伯河川国道事務所
　　　　国土交通省延岡河川国道事務所

観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝなどによる
県境を越えた地域連携

活動のお知らせ

活動報告

■活動の中心となる道路

　国道３８８号
　県道古江丸市尾線
　広域農道豊後くろしおライン
　県道西野浦河内線
　市道葛原北浦線

日豊海岸ツーリズムパ
ワーアップ協議会が、
毎月第４日曜日に開催中
次回は、２月２８日（日）

10時～15時

日豊海岸シーニック・バイウェイエリア

地域資源を活用したとりくみを実施中




